
No.634１ NEWS  C I T　　　　2019. 6. 15

建学の精神「世界文化に技術で貢献する」

Ｃ
Ｍ
コ
ン
ド
ラ
イ
ト
で
最
大

の
も
の
は
、
１
９
６
９
年
９

月
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
飛

来
し
た
「
マ
ー
チ
ソ
ン
隕

石
」。
こ
の
隕
石
か
ら
は
地

球
上
の
生
体
で
は
見
ら
れ
な

い
有
機
物
（
ア
ミ
ノ
酸
）
も

発
見
さ
れ
て
お
り
、AGUAS 

ZARCAS

に
も
世
界
中
の
隕
石

研
究
者
が
熱
い
視
線
を
注
い

で
い
る
。

　AGUAS ZARCAS

が
飛
来
し

た
４
月
23
日
は
「
こ
と
座
流

星
群
」
の
極
大
日
。
こ
の
た

め
母
天
体
は
こ
と
座
流
星
群

の
「Thatcher

」
彗
星
（
公

転
周
期
４
１
５
年
）
で
は
な

い
か
と
一
時
は
考
え
ら
れ
た

が
、
軌
道
計
算
の
結
果
、
全

く
別
の
短
周
期
彗
星
（
公
転

周
期
20
年
未
満
）
で
あ
る
こ

と
が
分
か
っ
た
。

　
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
が
入
手
し
た

ニュースガイド

２面　ロボカップアジアパシフィッ

クでCIT Brainsが優勝／星さ

ん若手奨励賞／今泉さん学生

ポスター賞／米デポー大と交

流協定／名誉教授に宮崎、木

幡元教授

３面　20年度入試・高校教員への説

明会が高い人気／和田研が

STEM・ロケット教育を支援

／同窓会総会開く／長岡高専

と連携協定

４面　第24回文化の祭典開く／新任

紹介

生
命
誕
生
の
種
　含
む
？

中
米
隕
石
　Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
が
入
手

　
地
球
生
命
の
起
源
解
明
の
研
究
に

新
た
な
一
歩
を
記
す
と
期
待
さ
れ
る

貴
重
な
隕
石
を
惑
星
探
査
研
究
セ
ン

タ
ー
（
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
）
が
入
手
。
こ
の

夏
に
も
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
タ
ウ
ン

キ
ャ
ン
パ
スArea

Ⅱ

に
展
示
し
、

一
般
に
公
開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
こ
の
隕
石
は
今
年
４
月
23

日
夜
（
現
地
時
間
）、
中
米

コ
ス
タ
リ
カ
の
首
都
、
サ

ン
・
ホ
セ
郊
外
の
上
空
に

現
れ
た
複
数
の
巨
大
な
火

球
か
ら
無
数
の
破
片
と
な

っ
て
降
り
注
い
だ
「AGUAS 

ZARCAS

」（
ス
ペ
イ
ン
語
で

「
ザ
ル
カ
ス
海
」）。
民
家
の

屋
根
を
突
き
破
る
ほ
ど
の
大

き
さ
の
も
の
も
あ
り
、
こ
れ

AGUAS ZARCAS

は
大
き
さ
７

×
５
×
５
㌢
、
重
さ
１
７
２

㌘
。
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
タ
ウ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
で
一
般
公
開
す

る
一
方
、
試
料
の
一
部
を
切

断
し
、
荒
井
朋
子
主
席
研
究

一般公開へ

　
本
学
の
国
際
金
融
研
究
セ

ン
タ
ー
（
Ｇ
ｉ
Ｆ
ｒ
）
の
中

に
設
け
ら
れ
て
い
る
デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス
機
構
（
Ｄ
Ｓ

Ｉ
）
の
久
武
昌
人
機
構
長

（
セ
ン
タ
ー
副
所
長
）
は
５

月
23
日
、
千
葉
市
の
熊
谷
俊

人
市
長
に
、
同
市
が
行
っ
た

「
ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー

ト
」
の
デ
ー
タ
を
、
自
治
体

の
分
析
で
は
あ
ま
り
用
い
ら

れ
な
い
高
度
な
分
析
手
法

「
多
項
ロ
ジ
ッ
ト
・
モ
デ

ル
」
を
用
い
て
分
析
し
た
結

PERCが入手した 隕石「AGUAS ZARCAS」

分析を進める荒井主席研究員

画
見
直
し
の
基
礎
資
料
と
し

て
３
年
に
一
度
実
施
。
今
回

Ｄ
Ｓ
Ｉ
が
分
析
し
た
ア
ン
ケ

ー
ト
は
、
市
民
の
い
ま
住
ん

で
い
る
地
域
で
の
「
生
活
満

足
度
」
や
「
住
み
続
け
た
い

か
」
を
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
か

ら
問
う
も
の
で
、
昨
年
秋
に

行
わ
れ
た
。

　
こ
の
デ
ー
タ
分
析
を
、
多

項
ロ
ジ
ッ
ト
・
モ
デ
ル
を
駆

使
し
て
行
う
こ
と
で
、
こ
れ

ま
で
の
一
般
的
な
分
析
で
は

見
え
て
こ
な
か
っ
た
市
民
の

意
識
を
、
客
観
的
な
デ
ー
タ

と
し
て
表
す
こ
と
が
で
き
た

と
い
う
。

　
Ｄ
Ｓ
Ｉ
の
こ
の
分
析
結
果

に
つ
い
て
、
熊
谷
市
長
は

「
非
常
に
よ
く
見
て
く
だ
さ

り
、
今
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の

や
り
方
の
参
考
に
も
な
る
分

析
を
い
た
だ
い
た
」
と
謝
意

を
表
明
。
同
席
し
た
総
合
政

策
局
幹
部
か
ら
は
「
こ
れ
ま

で
職
員
の
力
量
だ
け
で
は
分

析
手
法
の
選
択
自
体
が
難
し

か
っ
た
が
、
こ
の
結
果
を
見

て
、
新
た
な
領
域
に
踏
み
込

ん
で
い
く
た
め
の
一
条
の
光

が
見
え
て
き
た
感
じ
で
す
」

と
い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ

た
。

　
本
学
と
千
葉
市
は
２
０
１

６
年
４
月
に
包
括
的
連
携
協

定
を
締
結
。
こ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
の
分
析
も
同
協
定
に

基
づ
い
て
行
わ
れ
た
。
Ｄ
Ｓ

Ｉ
は
今
後
、
本
学
と
包
括
連

携
協
定
を
結
ん
で
い
る
千
葉

県
内
の
他
の
９
市
町
に
も
Ｅ

Ｂ
Ｐ
Ｍ
導
入
の
た
め
の
共
同

研
究
な
ど
を
働
き
か
け
て
い

く
方
針
だ
。

　
本
学
は
５

月
29
日
、
県

東
部
沿
岸
の

九
十
九
里
町

と
包
括
的
連

携
協
定
を
締

結
し
た
。
千

葉
県
内
で
同

様
の
協
定
を

締
結
し
た
自

治
体
は
習
志

野
市
、
浦
安

市
、
御
宿
町

（
以
上
２
０

１
４
年
）、

千
葉
市
、
香

取
市
（
同
16
年
）、
船
橋

市
、
市
川
市
（
同
18
年
）、

勝
浦
市
、
酒
々
井
町
（
同
19

年
）
に
続
い
て
10
番
目
。
本

学
が
積
極
的
に
進
め
て
い
る

「
地
域
社
会
と
の
共
生
」
が

さ
ら
に
前
進
し
た
。

　
九
十
九
里
町
立
中
央
公
民

館
で
行
わ
れ
た
締
結
式
で

は
、
大
矢
吉
明
町
長

写
真

右

と
本
学
、
瀬
戸
熊
理
事

長

同
左

が
固
い
握
手
を

交
わ
し
、「
地
域
社
会
の
発

展
と
人
材
の
育
成
に
貢
献
・

協
力
し
て
い
き
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
た
。

隠れた市民意識を可視化

本学ＤＳＩ 千葉市に分析報告

九
十
九
里
町
と
包
括
協
定

荒
井
主
席
研
究
員
　共
同
で
分
析
作
業

ま
で
に
採
集
さ
れ
た
量
は
約

30
㌔
㌘
と
推
定
さ
れ
る
。

　
コ
ス
タ
リ
カ
大
学
の
初
期

分
析
や
、
そ
の
後
の
米
ア
リ

ゾ
ナ
州
立
大
学
の
分
析
で
、

地
球
生
命
誕
生
の
「
種
」
と

な
る
炭
素
質
物
質
や
水
を
含

ん
だ
鉱
物
を
含
む
「
Ｃ
Ｍ
コ

ン
ド
ラ
イ
ト
」
で
あ
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。

　
こ
れ
ま
で
に
確
認
さ
れ
た

員
が
外
部
の
大
学
や
研
究
機

関
の
研
究
者
と
共
同
で
詳
細

な
分
析
を
進
め
る
。
来
年
３

月
、
米
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
で
開

催
さ
れ
る
月
惑
星
探
査
の
国

際
会
議
で
分
析
結
果
を
発
表

す
る
予
定
だ
。

リ
ュ
ウ
グ
ウ
と
比
較
も

　
荒
井
主
席
研
究
員
の
話

　
今
、「
は
や
ぶ
さ
２
」
が

探
査
を
進
め
て
い
る
小
惑

星
「
リ
ュ
ウ
グ
ウ
」
も
、

AGUAS ZARCAS

に
近
い
物
質

で
で
き
て
い
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
は
や
ぶ
さ
２
が
試
料

を
持
ち
帰
れ
ば
、
両
方
の
比

較
も
科
学
者
に
は
尽
き
な
い

興
味
を
そ
そ
る
研
究
課
題
で

す
。

果
を
報
告
し
た
。

　
Ｄ
Ｓ
Ｉ
は
、
実
証
に
基

づ
く
政
策
立
案
（EBPM

Evidence 
Based 

policy 

Making

）
の
専
門
組
織
と
し

て
昨
年
４
月
に
開
設
。
財
政

事
情
の
ひ
っ
迫
な
ど
で
、
政

策
の
効
果
を
デ
ー
タ
に
基
づ

い
て
客
観
的
に
評
価
す
る
必

要
性
に
迫
ら
れ
て
い
る
地
方

自
治
体
な
ど
に
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
の

導
入
を
促
し
、
よ
り
良
い
政

策
立
案
に
役
立
て
て
も
ら
う

た
め
の
研
究
活
動
を
行
っ
て

い
る
。

　
多
項
ロ
ジ
ッ
ト
・
モ
デ
ル

は
、
関
係
者
が
感
覚
的
に
捉

え
て
い
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た

も
の
に
、
定
量
的
な
根
拠
を

示
す
こ
と
を
可
能
に
す
る
統

計
手
法
。
あ
る
政
策
手
段
の

実
施
が
、
市
民
の
評
価
の
変

化
に
ど
の
程
度
の
影
響
を
与

え
る
か
も
、
定
量
的
に
示
す

こ
と
が
で
き
る
。

　
千
葉
市
の
「
ま
ち
づ
く
り

ア
ン
ケ
ー
ト
」
は
、
中
期
計熊谷市長(中央奥)に分析結果を説明する久武機構長(その右)
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日
本
材
料
科
学
会
・
２
０

１
９
年
度
学
術
講
演
大
会

（
５
月
23
、
24
日
、
横
浜
市

の
関
東
学
院
大
・
関
内
メ
デ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
開
催
）
の

ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
、

星
大
輔
さ
ん
（
機
械
サ
イ
エ

ン
ス
専
攻
修
士
１
年
、
井
上

泰
志
研
究
室

写
真
）
が

「
斜
め
堆
積
反
応
性
蒸
着
法

に
よ
り
作
製
し
た
微
絨
毛
構

造
化In

Al
N

膜
の
光
学
特

性
」
を
発
表
し
、
若
手
奨
励

賞
を
受
賞
し
た
。

　
電
荷
を
注
入
す
る
と
可
逆

的
に
色
変
化
を
起
こ
す
吸
着

誘
起
型
エ
レ
ク
ト
ロ
ク
ロ
ミ

ッ
ク
（
Ｅ
Ｃ
）
現
象
で
知
ら

れ
る
窒
化
イ
ン
ジ
ウ
ム
（
In

Ｎ
）。
新
材
料
と
し
て
利
用

す
る
場
合
、
In
Ｎ
は
色
変
化

が
速
い
反
面
、
色
変
化
量
が

小
さ
く
、
ま
た
有
色
間
で
変

化
し
無
色
透
明
の
状
態
が
な

い
。
先
行
研
究
で
は
「
斜
め

堆
積
反
応
性
蒸
着
法
」
と
い

う
手
法
で
ガ
リ
ウ
ム（
Ga
）を

添
加
し
た
In
Ｎ
薄
膜
を
作
り

「
透
明
か
ら
有
色
」
へ
の
Ｅ

Ｃ
反
応
に
成
功
し
て
い
る
。

　
新
材
料
の
創
成
を
手
掛
け

る
井
上
研
で
、
星
さ
ん
は
、

高
価
な
戦
略
元
素
の
Ga
か

ら
、
同
じ
第
13
族
元
素
で
安

価
な
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
（
Al
）

に
変
え
て
も
、
同
様
の
Ｅ
Ｃ

波
長
域
の
シ
フ
ト
が
起
こ
る

か
調
査
し
、
安
価
で
代
替
で

き
る
可
能
性
を
見
出
し
た
。

　
苦
労
し
た
点
は
、
蒸
着
装

置
の
改
良
か
ら
出
発
し
た
こ

と
や
、
発
表
に
必
要
な
デ
ー

タ
が
多
く
吟
味
に
苦
労
し
た

こ
と
と
い
う
。

　
星
さ
ん
は
「 

（
受
賞
決
定

に
）
驚
き
で

頭
が
真
っ
白

に
な
り
ま
し

た
。
と
て
も

光
栄
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な

方
々
に
助
言

を
頂
け
受
賞

ま
で
し
て
有

意
義
な
時
間

だ
っ
た
と
感

じ

て

い

ま

す
」
と
述
べ

た
。

色
変
化
素
材
、よ
り
安
価
に

■　

星
さ
ん
若
手
奨
励
賞

　
千
葉
工
大
の
有
志
で
構
成

さ
れ
る
ロ
ボ
カ
ッ
プ
ヒ
ュ

ー
マ
ノ
イ
ド
開
発
チ
ー
ム

「CIT Brains

」
が
５
月
16

〜
18
日
、
中
国
天
津
市
で
開

か
れ
た
ロ
ボ
カ
ッ
プ
ア
ジ
ア

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
で
優
勝
。
７

月
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
シ

ド
ニ
ー
で
開
催
さ
れ
る
世
界

大
会
に
向
け
て
大
き
く
弾
み

を
つ
け
た
。

　
７
月
世
界
戦
へ
弾
み

　「
ロ
ボ
カ
ッ
プ
ア
ジ
ア
パ

シ
フ
ィ
ッ
ク
」
と
銘
打
っ
た

大
会
は
、
ア
ジ
ア
各
国
や
中

東
、
ロ
シ
ア
ま
で
を
対
象
地

域
と
し
て
お
り
、
２
０
１
７

年
に
タ
イ
、
18
年
は
イ
ラ
ン

で
開
催
。
来
年
は
愛
知
県
で

の
開
催
が
決
ま
っ
て
い
る
。

　
今
回
の
天
津
大
会
にCIT 

Brains

は
招
待
さ
れ
、
未

来
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
学
科
の
２

年
生
５
人
と
院
生
１
人
で
構

成
さ
れ
た
チ
ー
ム
で
臨
ん

だ
。
出
場
し
た
の
は
サ
ッ
カ

CIT Brainsが優勝
■　ロボカップアジアパシフィック中国天津大会

サ
ッ
カ
ー
、テ
ク
ニ
カ
ル
で
圧
倒

▼
天
津
大
会
出
場
メ
ン

　
バ
ー
　
　
　（
敬
称
略
）

　
北
浦
勇
人
▽
桑
野
雅
久

▽
塩
島
諒
子
▽
玉
水
瑛
万

▽
長
谷
川
豪
大
（
以
上
２

年
）
▽
島
田
悟
志
（
修
士

１
年
）
▽
林
原
靖
男
（
教

授
）

ー
ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ
ド
リ
ー

グ
の
キ
ッ
ド
サ
イ
ズ
部
門
。

サ
ッ
カ
ー
ゲ
ー
ム
と
テ
ク
ニ

カ
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
行
わ
れ

た
。

　
サ
ッ
カ
ー
ゲ
ー
ム
はCIT 

Brains

と

中

国

の

清

華

大
、
東
南
大
、
北
京
科
技
大

の
４
チ
ー
ム
に
よ
る
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
戦
。CIT Brains

は

第
１
戦
で
北
京
科
技
大
チ
ー

ム
に
８
対
０
で
圧
勝
。
第
２

戦
で
も
東
南
大
チ
ー
ム
を
６

対
１
で
破
っ
た
。

　
テ
ク
ニ
カ
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ

は
①
プ
ッ
シ
ュ
リ
カ
バ
リ
ー

②
ゴ
ー
ル
キ
ッ
ク
・
フ
ロ
ム

・
ム
ー
ビ
ン
グ
ボ
ー
ル
③
ハ

イ
キ
ッ
ク
の
３
種
目
が
行
わ

れ
た
が
、
２
チ
ー
ム
が
棄

権
。CIT 

Brains

と

北

京

科
技
大
チ
ー
ム
が
熱
戦
を
展

開
し
た
。

　
こ
の
結
果
、
サ
ッ
カ
ー
ゲ

ー
ム
で
圧
倒
的
な
強
さ
を
発

揮
し
たCIT 

Brains

の
優

勝
が
決
ま
っ
た
。

　CIT 
Brains

は
こ
の
大

会
に
、
シ
ド
ニ
ー
の
世
界

大
会
に
適
用
さ
れ
る
最
新

ル
ー
ル
に
合
わ
せ
た
機
体

「GankenKun

」
で
挑
戦
。

名
前
の
通
り
の
頑
健
さ
と
安

定
し
た
歩
行
力
、
ボ
ー
ル
の

認
識
能
力
の
高
さ
を
示
し

た
。
14
年
ブ
ラ
ジ
ル
、
15
年

中
国
に
続
く
４
年
ぶ
り
、
３

度
目
の
世
界
制
覇
が
視
野
に

入
っ
て
き
た
。

　
シ
ド
ニ
ー
世
界
大
会
は
７

月
２
〜
８
日
。CIT Brains

は
３
、
４
年
生
と
大
学
院
生

に
よ
る
メ
ン
バ
ー
で
挑
戦
す

る
。

　
電
子
情
報
通
信
学
会
の
光

フ
ァ
イ
バ
応
用
技
術
研
究
会

（
５
月
16
、
17
日
、
大
阪
市

の
大
阪
府
立
大I

－site

な

ん
ば
で
開
催
）
で
、
今
泉
可か

津づ

貴き

さ
ん
（
機
械
サ
イ
エ
ン

ス
専
攻
修
士
１
年
、
長
瀬
亮

研
究
室

写
真
）
が
「
Ｍ
Ｃ

Ｆ
用
Ｓ
Ｃ
形
光
コ
ネ
ク
タ
の

接
続
特
性
」
を
ポ
ス
タ
ー
講

演
し
、
学
生
ポ
ス
タ
ー
奨
励

賞（
優
秀
賞
）を
受
賞
し
た
。

　
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
通
信

量
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
で
増

大
。
現
在
の
シ
ン
グ
ル
モ
ー

ド
フ
ァ
イ
バ
に
代
え
て
、
１

本
の
フ
ァ
イ
バ
内
に
複
数
の

コ
ア
を
持
つ
マ
ル
チ
コ
ア
フ

ァ
イ
バ
（
Ｍ
Ｃ
Ｆ
）
で
通
信

容
量
を
飛
躍
的
に
高
め
る
シ

ス
テ
ム
が
検
討
さ
れ
て
い

る
。

　
長
瀬
研
で
は
独
立
行
政
法

人
情
報
通
信
研
究
機
構
の
委

託
研
究
の
一
つ
と
し
て
、
Ｍ

Ｃ
Ｆ
に
接
続
す
る
Ｓ
Ｃ
形
光

コ
ネ
ク
タ
（
着
脱
が
確
実
な

プ
ッ
シ
ュ
プ
ル
型
コ
ネ
ク

タ
。
日
本
の
先
行
技
術
）
の

開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
今
泉
さ
ん
ら
は
オ
ル
ダ
ム

・
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
機
構
（
軸

ず
れ
が
あ
っ
て
も
正
し
く
回

転
を
伝
え
る
軸
継
手
）
を
備

え
た
Ｍ
Ｃ
Ｆ
用
汎
用
光
コ
ネ

ク
タ
を
提
案
し
て
き
た
が
、

ケ
ー
ブ
ル
同
士
の
接
続
に
限

定
す
れ
ば
、
接
続
し
た
と
き

に
オ
ル
ダ
ム
・
カ
ッ
プ
リ
ン

グ
機
構
を
構
成
す
る
簡
易
構

造
の
Ｍ
Ｃ
Ｆ
用
光
コ
ネ
ク
タ

を
実
現
で
き
る
。

　
今
回
、
Ｓ
Ｃ
形
Ｍ
Ｃ
Ｆ
コ

ネ
ク
タ
を
試
作
し
、
４
コ
ア

Ｍ
Ｃ
Ｆ
に
適
用
し
た
と
き
の

光
学
特
性
を
測
定
し
た
結
果

を
報
告
し
た
。

　
口
頭
発
表
は
何
度
か
経
験

済
み
の
今
泉
さ
ん
だ
が
、
ポ

ス
タ
ー
発
表
は
今
回
が
初
め

て
。
聴
い
た
人
々
に
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
し
て
も
ら
え
る

よ
う
、
工
夫
し
た
と
い
う
。

　「
受
賞
に
は
と
て
も
驚
き

ま
し
た
。
長
瀬
教
授
や
Ｏ
Ｂ

境
目
賢
義
さ
ん
（
現
・
㈱
日

立
産
機
シ
ス
テ
ム
勤
務
）
の

ご
指
導
と
、
研
究
室
の
皆
さ

ん
の
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
の

受
賞
で
、
と
て
も
感
謝
し
て

い
ま
す
。
今
後
も
恵
ま
れ
た

環
境
に
感
謝
し
な
が
ら
研
究

に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
語
っ
て
い
る
。

マ
ル
チ
コ
ア
フ
ァ
イ
バ
研
究
で

■　

今
泉
さ
ん
学
生
ポ
ス
タ
ー
賞

　
小
宮
一
仁
学
長
は
５
月
22

日
、
米
国
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州

の
デ
ポ
ー
大
学
（
マ
ー
ク
・

マ
ッ
コ
イ
学
長
、
学
部
生
約

２
４
０
０
人
）

を
訪
問
し
、
同

大
と
本
学
と
の

海
外
交
流
協
定

に
調
印
し
た
。

　
デ
ポ
ー
大
は

１
８
３
７
年
創

立
の
優
良
私
立

大
。
イ
ン
デ
ィ

ア
ナ
ポ
リ
ス
郊

外
の
町
グ
リ
ー

ン
キ
ャ
ッ
ス
ル

に
本
拠
を
置

き
、
自
然
科
学

・
人
文
・
社
会
科
学
な
ど
約

25
分
野
で
質
の
高
い
少
数
教

育
を
行
っ
て
い
る
。
卒
業
生

に
は
ジ
ョ
セ
フ
・
ア
レ
ン
宇

宙
飛
行
士
や
ノ
ー
ベ
ル
生
理

学
・
医
学
賞
の
フ
ェ
リ
ド
・

ム
ラ
ド
博
士
ら
著
名
人
が
多

数
い
る
。

　
本
学
と
の
海
外
交
流
協
定

校
は
こ
れ
で
18
カ
国
・
地
域

40
大
学
と
な
っ
た
。

米
デ
ポ
ー
大
と
交
流
協
定

デポー大のマッコイ学長(中央左)と小宮学長

優勝した「CIT Brains」チームとキッドサイズのサッカー・ロボット

　
本
学
で
長
年
、
教
育
と
学

術
の
向
上
に
寄
与
し
た
２
氏

に
対
し
、
本
学
は
４
月
28
日

付
で
千
葉
工
業
大
学
名
誉
教

授
の
称
号
を
授
与
し
た
。
新

た
に
名
誉
教
授
と
な
っ
た
の

は
元
情
報
工
学
科
教
授
の
宮

崎
収の

ぶ

兄よ
し

氏
▽
元
情
報
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
学
科
教
授
の
木こ

幡は
た

稔

氏
。

　
宮
崎
元
教
授
は
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
処
理
の
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
情
報
検

索
・
運
用
技
術
な
ど
で
功
績

が
あ
っ
た
。

　
木
幡
元
教
授
は
通
信
・
知

覚
情
報
処
理
か
ら
社
会
・
安

全
シ
ス
テ
ム
工
学
に
広
く
功

績
が
あ
っ
た
。

名
誉
教
授
に
２
氏

宮崎・元教授

木幡・元教授



No.634３ NEWS  C I T　　　　2019. 6. 15

建学の精神「世界文化に技術で貢献する」

針
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
来
賓
と
し
て
あ
い
さ
つ
し

た
小
宮
一
仁
学
長
は
、「
本

学
は
今
年
、
志
願
者
が
初
め

て
９
万
人
を
超
え
、
過
去
５

年
間
で
志
願
者
が
増
え
た
大

学
の
全
国
３
位
に
ラ
ン
ク
さ

れ
た
が
、
入
試
倍
率
が
上
が

っ
た
大
学
の
ラ
ン
ク
で
は
日

本
一
。
全
国
７
８
３
大
学
の

中
で
入
学
試
験
が
最
も
難
し

い
大
学
に
な
り
ま
し
た
」
と

報
告
。

　
一
方
、
世
界
の
名
門
大
学

で
の
日
本
人
留
学
生
の
減
少

と
中
国
人
学
生
の
台
頭
、
日

　
機
械
電
子
創
成
工
学
科
・

和
田
豊
准
教
授
の
研
究
室
が

支
援
す
る
女
子
中
高
生
の
た

め
の
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
（
科
学
・
技

術
・
工
学
・
数
学
）
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
「
ガ
ー
ル
ズ
・
ロ

ケ
ッ
ト
リ
ー
・
チ
ャ
レ
ン

ジ
」（
Ｇ
Ｒ
Ｃ
）
の
対
象
校

に
選
ば
れ
た
３
校
の
任
命
式

が
５
月
11
日
、
新
習
志
野
キ

ャ
ン
パ
ス
７
号
館
で
行
わ
れ

た

写
真
。

　
Ｇ
Ｒ
Ｃ
は
世
界
最
大
級
の

軍
需
・
宇
宙
・
航
空
企
業
の

米
ロ
ッ
キ
ー
ド
マ
ー
テ
ィ
ン

社
が
、
モ
デ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
の

製
作
と
打
ち
上
げ
を
通
し
て

日
本
の
女
子
中
高
生
の
Ｓ
Ｔ

Ｅ
Ｍ
教
育
を
推
進
し
よ
う

と
、
２
０
１
６
年
10
月
に
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
。
こ
の
５
月

に
始
ま
っ
た
第
４
期
は
、
都

立
国
分
寺
高
校
、
静
岡
市
立

高
校
、
麗
澤
瑞
浪
中
学
・
高

校
の
３
校
か
ら
14
人
の
女
子

生
徒
が
参
加
。

　
本
学
は
「
ロ
ケ
ッ
ト
ガ
ー

ル
＆
ボ
ー
イ
養
成
講
座
」
を

実
施
し
て
き
た
経
験
や
和
田

研
究
室
の
ロ
ケ
ッ
ト
研
究
、

惑
星
探
査
研
究
セ
ン
タ
ー

（
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
）
の
研
究
活
動

な
ど
が
評
価
さ
れ
て
18
年
か

ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
サ
ポ
ー
タ

ー
を
委
嘱
さ
れ
て
い
る
。

　
参
加
生
徒
た
ち
は
、
日
本

モ
デ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
協
会
の
４

級
ラ
イ
セ
ン
ス
取
得
に
挑
戦

し
、
年
に
２
回
開
催
さ
れ
る

モ
デ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
全
国
大
会

に
向
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
チ

ー
ム
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
ロ
ケ
ッ

ト
を
開
発
す
る
。

　
こ
の
活
動
を
和
田
研
の
大

学
院
生
が
メ
ン
タ
ー
と
し
て

指
導
。
ま
た
、
８
月
に
は
オ

リ
ジ
ナ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
の
打
ち

上
げ
実
験
を
本
学
の
千
種
校

地
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
組
み
立
て

作
業
を
津
田
沼
キ
ャ
ン
パ
ス

で
行
い
、
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
の
研
究

施
設
も
見
学
す
る
。

　
今
期
の
メ
ン
タ
ー
は
工
学

専
攻
博
士
後
期
課
程
２
年
の

坂ば
ん

野の

文あ
や

菜な

さ
ん
と
機
械
サ
イ

エ
ン
ス
専
攻
修
士
１
年
の
高

砂
民
明
さ
ん
が
務
め
て
い

る
。

　
ま
た
、
ロ
ッ

キ
ー
ド
マ
ー
テ

ィ
ン
社
が
同
じ

く
支
援
す
る
中

高
生
を
対
象
と

し
た
ロ
ケ
ッ
ト

甲
子
園
で
は
、

女
子
だ
け
の

チ
ー
ム
が
優

勝
し
、
パ
リ
エ

ア
シ
ョ
ー
で
開

催
さ
れ
る
モ
デ

ル
ロ
ケ
ッ
ト
国

際
大
会
へ
の
出

場
権
を
獲
得
し

た
。
和
田
研
の

メ
ン
タ
ー
が
出

場
に
向
け
指
導

な
ど
も
行
っ
て

い
る
。

和
田
研
が
女
生
徒
教
育
支
援

■
　メ
ン
タ
ー
に
院
生
、ロ
ケ
ッ
ト
技
術
指
導

　
高
校
の
教
員
を
対
象
に
し

た
２
０
２
０
年
度
の
本
学
入

試
説
明
会
が
５
月
31
日
東
京

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
タ
ウ
ン
、
６

月
４
日
津
田
沼
キ
ャ
ン
パ
ス

で
開
か
れ
、
２
日
間
で
計
２

１
９
校
か
ら
２
２
１
人
の
受

験
担
当
の
先
生
た
ち
が
参
加

し
た

写
真
。

　
内
訳
は
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
１

０
３
校
、
津
田
沼
１
１
６
校

で
、
昨
年
の
計
２
０
０
校
を

上
回
っ
た
。

　
近
年
の
本
学
の
ブ
ラ
ン
ド

力
上
昇
を
反
映
し
て
、
19
年

度
入
試
の
総
志
願
者
は
９
万

２
５
２
８
人
と
、
18
年
度
よ

り
１
万
２
０
７
９
人
も
増
え

た
。
入
試
説
明
会
へ
の
参
加

校
の
増
加
も
、
こ
の
よ
う
な

受
験
生
の
間
の
〝
千
葉
工
大

人
気
〞
の
高
ま
り
に
、
高
校

の
先
生
た
ち
の
本
学
に
向
け

る
視
線
も
熱
さ
を
増
し
て
い

る
た
め
と
み
ら
れ
る
。

　
２
回
の
説
明
会
を
通
し
て

小
宮
一
仁
学
長
が
強
く
訴
え

た
こ
と
は
、
８
年
前
の
就
任

以
来
、「
教
職
協
働
」
で
粘

り
強
く
進
め
て
き
た
教
育
改

革
の
成
果
だ
。
と
り
わ
け

「
学
生
が
学
び
た
い
こ
と
を

学
べ
る
大
学
」
を
掲
げ
た
教

員
の
意
識
改
革
に
よ
っ
て
、

学
生
の
退
学
率
と
留
年
率
が

大
幅
に
低
減
。
学
長
就
任
以

降
、
現
在
は
約
１
割
と
理
工

系
大
学
の
平
均
以
下
ま
で
下

が
っ
た
こ
と
を
強
調
し
た
。

　
こ
う
し
た
本
学
の
好
調
を

支
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
、
学
習
環
境
整
備
や
グ

ロ
ー
バ
ル
化
対
応
、
地
域
と

の
連
携
、
就
職
支
援
、
さ
ら

に
惑
星
探
査
研
究
セ
ン
タ
ー

（
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
）や
未
来
ロ
ボ
ッ

ト
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
（
ｆ

ｕ
Ｒ
ｏ
）
の
先
端
研
究
な
ど

の
具
体
例
を
挙
げ
て
、
日
下

部
聡
・
入
試
広
報
部
長
が
説

明
。
高
校
の
先
生
た
ち
は
納

得
の
表
情
で
聞
き
入
っ
て
い

た
。

　
続
い
て
大
川
茂
樹
・
入
試

委
員
長
（
副
学
長
・
未
来
ロ

ボ
テ
ィ
ク
ス
学
科
教
授
）
が

20
年
度
の
Ａ
Ｏ
・
推
薦
、
セ

ン
タ
ー
利
用
、
一
般
入
試
の

要
点
な
ど
を
説
明
し
た
。
そ

れ
に
よ
る
と
、
セ
ン
タ
ー
利

用
入
試
（
前
期
）・（
中
期
）

の
英
語
の
外
部
資
格
・
検
定

の
基
準
ス
コ
ア
の
変
更
な
ど

多
少
変
わ
る
点
は
あ
る
が
、

19
年
度
と
大
き
な
変
更
は
な

い
と
い
う
。

高
い
人
気
、２
１
９
校
参
加

■
　20
年
度
入
試
　
高
校
教
員
に
説
明
会

　
本
学
は
、
長
岡
工
業
高
等

専
門
学
校
（
竹
茂
求
校
長
、

生
徒
数
約
１
１
０
０
人

新

潟
県
長
岡
市
）
と
「
包
括
的

な
連
携
に
関
す
る
協
定
」
を

結
び
、
６
月
３
日
、
小
宮
一

仁
学
長

写
真
左

と
竹
茂

校
長

同
右

が
出
席
し
て

締
結
式
を
行
っ
た
。

　
長
岡
高
専
は
国
立
長
岡
工

業
短
期
大
学
（
１
９
６
１
年

創
立
）
を
前
身
と
し
、
高
等

専
門
学
校
制
度
が
発
足
し
た

１
９
６
２
年
（
昭
和
37
年
）

４
月
に
国
立
高
等
専
門
学
校

１
期
校
12
校
の
ひ
と
つ
と
し

て
設
置
さ
れ
た
。
機
械
、
電

気
電
子
シ
ス
テ
ム
、
電
子
制

御
、
物
質
、
環
境
都
市
工
学

科
の
５
学
科
、
電
子
機
械
シ

ス
テ
ム
工
学
、
物
質
工
学
、

環
境
都
市
工
学
専
攻
の
３
専

攻
が
あ
る
。

　
今
回
の
連
携

で
、
本
学
が
進

め
て
い
る
最
先

端
技
術
の
開
発

や
グ
ロ
ー
バ
ル

化
の
推
進
な

ど
、
今
後
の
社

会
の
中
核
を
支

え
る
若
い
工
科

系
人
材
の
育
成

に
期
待
が
か
か

る
。

　
令
和
に
な
っ
て
初
め
て
の

千
葉
工
業
大
学
同
窓
会
の
通

常
総
会
が
６
月
１
日
、
津
田

沼
キ
ャ
ン
パ
ス
４
号
館
で
開

か
れ
た
。

　
同
窓
会
は
今
年
で
創
立
72

周
年
。
池
永
憲
明
会
長
（
昭

和
50
年
機
械
卒
）
は
あ
い
さ

つ
で
「
同
窓
会
は
今
年
３
月

に
２
３
４
０
人
の
卒
業
生
を

迎
え
て
、
８
万
８
３
０
０
人

を
超
え
る
大
き
な
組
織
に
な

っ
た
。
こ
の
組
織
を
よ
り
活

性
化
し
て
、
会
員
皆
が
新
し

い
情
報
や
人
脈
と
い
っ
た
メ

リ
ッ
ト
を
享
受
で
き
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
強
化
を
進
め
て

い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

　
そ
し
て
、
支
部
活
動
な
ど

会
員
の
交
流
活
動
へ
の
助
成

の
拡
大
、
昨
年
10
カ
所
で
開

催
さ
れ
た
学
生
県
人
会
の
設

立
促
進
と
同
窓
会
と
リ
ン
ク

し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を

進
め
た
い
と
、
具
体
的
な
方

本
の
工
業
生
産
力
の
低
下
が

顕
著
だ
と
し
、「
今
こ
そ
工

業
大
学
が
日
本
を
引
っ
張
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
千
葉
工
大
は
し
っ
か
り

と
学
生
を
育
て
、
グ
ロ
ー
バ

ル
化
の
時
代
に
対
応
し
て
い

く
」
と
決
意
を
披
歴
し
た
。

　
会
議
は
こ
の
後
、
平
成
30

年
度
の
事
業
・
収
支
決
算
・

監
査
報
告
と
令
和
元
年
度
の

事
業
計
画
・
予
算
、
こ
れ
か

ら
１
年
、
同
窓
会
の
運
営
に

当
た
る
本
部
役
員
と
支
部
評

議
員
（
支
部
長
）
を
承
認
。

11
月
23
日
（
土
）
に
ホ
ー
ム

カ
ミ
ン
グ
デ
イ
を
開
催
す
る

こ
と
が
決
ま
っ
た
。

　
議
事
の
後
、
平
成
４
年
か

ら
同
窓
会
事
務
局
に
勤
務

し
、
今
年
３
月
に
退
職
し
た

酒
井
眞
美
子
さ
ん
の
労
を
ね

ぎ
ら
っ
て
、
池
永
会
長
か
ら

花
束
が
贈
呈
さ
れ
た
。

　
　
　
　
＊

　
通
常
総
会
の
後
は
２
号
館

３
階
大
教
室
に
会
場
を
移
し

て
懇
親
会
。
ま
ず
瀬
戸
熊
修

理
事
長
が
「
今
は
教
職
員
を

は
じ
め
大
学
全
体
が
躍
進
を

謳お
う

歌か

し
て
い
る
が
、
か
つ
て

は
千
葉
工
大
に
も
ど
ん
底
と

言
え
る
時
代
が
あ
っ
た
。
そ

の
こ
と
を
忘
れ
ず
に
『
学
生

第
一
』
で
や
っ
て
い
け
ば
、

本
学
は
輝
か
し
い
創
立
１
０

０
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

る
と
確
信
し
て
い
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
し
た
。

　
次
い
で
未
来
ロ
ボ
ッ
ト
技

術
研
究
セ
ン
タ
ー
（
ｆ
ｕ
Ｒ

ｏ
）
の
古
田
貴
之
所
長
が
、

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
と
本
学
の
産

学
連
携
に
つ
い
て
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
。
両
者
が
共
同

開
発
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
掃
除
機

が
来
年
３
月
に
発
売
さ
れ
る

こ
と
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
の
エ

ン
ジ
ニ
ア
と
本
学
学
生
が
課

題
解
決
を
競
い
合
う
オ
ー
プ

ン
ラ
ボ
と
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

社
員
に
よ
る
本
学
で
の
講
座

開
設
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
報
告
し
た
。

　
会
は
恒
例
の
鏡
開
き
、
お

楽
し
み
抽
選
会
と
進
み
、
４

人
の
応
援
団
の
エ
ー
ル
で
校

歌
斉
唱
。
Ｏ
Ｂ
た
ち
は
学
生

時
代
に
返
っ
て
旧
交
を
温
め

て
い
た
。

「
会
員
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
を
」

■
　令
和
初
の
同
窓
会
総
会

長
岡
高
専
と
連
携
協
定

㊤同窓会総会であいさつする池永会長　㊨懇親会で
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オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が

近
づ
く
と
、
職
員
や
教
員
ら

の
間
で
必
ず
と
い
っ
て
い

い
ほ
ど
「
雨
、
大
丈
夫
か

な
？
」
と
話
題
に
な
る
。

　
初
回
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
開
催
の
こ
の
時
期
、
空

は
い
つ
も
ど
ん
よ
り
曇
っ

て
、
雨
が
降
っ
た
り
止
ん
だ

り
。
じ
め
じ
め
湿
気
っ
て
、

気
温
も
高
く
、
じ
っ
と
り
と

し
た
汗
で
憂
鬱
に
。
家
で
も

洗
濯
物
は
乾
か
ず
、
あ
ま
り

い
い
こ
と
が
な
い
。

　
こ
ん
な
キ
ラ
イ
要
素
満
載

の
「
梅
雨
」
を
、
せ
っ
か
く

な
ら
楽
し
も
う
！
と
、
あ
え

て
雨
の
休
日
、
家
族
と
花は

な

菖し
ょ
う

蒲ぶ

を
見
に
出
か
け
た
。

　
私
の
住
む
葛
飾
区
に
は
、

花
菖
蒲
の
名
所
が
あ
る
。
江

戸
時
代
に
は「
江
戸
百
景
」に

数
え
ら
れ
、
浮
世
絵
に
も
登

場
し
た「
堀
切
菖
蒲
園
」。
綾

瀬
川
沿
い
の
広
い
園
内
に
は

約
２
０
０
種
、
６
０
０
０
株

の
そ
れ
は
見
事
な
花
々
。
結

果
的
に
は
、
晴
れ
の
日
に
来

よ
う
…
と
な
っ
た
の
だ
が
。

　
昨
日
の
雨
が
す
っ
か
り
上

が
り
晴
れ
た
津
田
沼
。
パ
ソ

コ
ン
越
し
に
見
え
る
木
々
の

緑
が
す
が
す
が
し
く
、
風
を

感
じ
て
ソ
ワ
ソ
ワ
す
る
。
本

当
な
ら「
ワ
ー
！
」
っ
と
芝

生
に
向
か
い
た
い
と
こ
ろ
だ

が
、
編
集
便
り
を
書
き
終
え

る
ま
で
は
我
慢
、ガ
マ
ン
…
。

　
入
試
広
報
課

　
　
　
　
　
　
大
橋
　
慶
子

　
実
行
委
員
た
ち
は
力
を
合

わ
せ
て
準
備
し
当
日
を
迎
え

た
。
６
号
館
に
は
、
文
化
会

を
中
心
と
し
た
各
サ
ー
ク
ル

が
日
ご
ろ
の
成
果
や
練
り
上

げ
た
企
画
を
展
示
。
外
ブ
ー

ス
と
併
せ
、
親
子
に
楽
し
ん

で
も
ら
う
体
験
型
イ
ベ
ン
ト

が
多
か
っ
た
。
手
芸
倶
楽
部

や
写
真
部
な
ど
多
数
が
展
示

で
研
究
成
果
を
披
露
。
外
ブ

ー
ス
の
鉄
道
ク
ラ
ブ
は
今
年

も
５
㌅
ミ
ニ
電
車
を
運
行

し
、
特
設
路
線
に
家
族
連
れ

が
集
ま
っ
た
。

　
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
ス
テ
ー

ジ
や
広
場
で
は
、
音
楽
サ
ー

ク
ル
が
軽
快
な
演
奏
を
繰
り

広
げ
た
。
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ

ン
風
神
部
は
お
な
じ
み
の
力

強
い
演
舞
を
披
露
。
連
携

協
定
校
の
神
田
外
語
大
か

ら
も
よ
さ
こ
い
サ
ー
ク
ル

「YOSAKOI

心-Shin-

」
が

参
加
し
、会
場
が
華
や
い
だ
。

　
文
化
講
演
会
に
は
、
人
気

声
優
で
ナ
レ
ー
タ
ー
の
洲
崎

綾
さ
ん
が
登
場
。
２
０
１
０

年
に
デ
ビ
ュ
ー
以
来
、
数
々

の
ア
ニ
メ
や
ゲ
ー
ム
作
品
で

少
女
役
を
演
じ
て
い
る
が
、

津
田
沼
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
落

ち
着
い
た
ト
ー
ク

力
で
フ
ァ
ン
を
魅

了
し
た
。

　
今
年
度
、
一
番

輝
い
た
サ
ー
ク
ル

を
来
場
者
投
票
で

決
め
る
「
サ
ー
ク

　
本
学
を
卒
業
し
て
37
年
の

年
月
が
経
ち
、
平
成
が
終
わ

ろ
う
と
す
る
今
年
の
３
月
で

定
年
退
職
し
ま
し
た
。
平
成

の
31
年
間
を
過
ご
し
て
き
ま

し
た
が
、
入
所
後
す
ぐ
に
、

卒
論
に
使
っ
て
い
た
青
焼
き

（
ジ
ア
ゾ
式
複
写
機
）
が
コ

ピ
ー
機
に
代
わ
り
ま
し
た
。

ワ
ー
プ
ロ
１
台
し
か
な
い
職

場
に
、
パ
ソ
コ
ン
が
導
入
さ

れ
、
一
人
１
台
の
パ
ソ
コ
ン

が
与
え
ら
れ
、
次
は
タ
ブ
レ

ッ
ト
へ
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
手
紙
の
や
り
取
り
も
メ

ー
ル
へ
と
変
化
し
て
い
き
ま

し
た
。

　
情
報
通
信
技
術
の
発
達
に

は
目
ま
ぐ
る
し
い
も
の
が
あ

り
、
今
後
も
技
術
革
新
は
激

し
く
Ａ
Ｉ
や
Ｒ
Ｐ
Ａ
な
ど
の

技
術
も
短
時
間
で
開
発
さ

れ
、
次
へ
の
変
化
が
ま
た
訪

れ
る
で
し
ょ
う
。
卒
業
後
の

千
葉
工
大
も
大
き
く
変
わ
り

ま
し
た
。
時
代
の
変
化
と
共

に
環
境
面
、
知
名
度
が
飛
躍

的
に
向
上
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
２
年
間
Ｐ
Ｐ
Ａ
を
通

じ
様
々
な
経
験
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
卒
業
生
で

あ
る
と
と
も
に
保
護
者
と
し

て
本
学
に
関
わ
れ
た
こ
と
を

誇
り
に
思
い
ま
す
。
こ
れ
も

瀬
戸
熊
理
事
長
、
小
宮
学
長

を
は
じ
め
と
す
る
関
係
各
位

の
ご
指
導
、
ご
協
力
が
あ
っ

て
の
こ
と
と
感
謝
に
堪
え
ま

せ
ん
。
今
後
も
親
子
の
母
校

と
し
て
の
千
葉
工
大
の
発
展

を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
Ｐ
Ｐ
Ａ
会
長
　

　
　
　
　
　
　
　
深
水
　
進

　
就
職
活
動
真
っ
盛
り
で
あ

る
。
研
究
室
の
学
生
達
も
足

繁
く
説
明
会
に
臨
み
、
採
用

面
接
を
受
け
る
な
ど
し
て
い

る
。
是
非
納
得
す
る
就
職
先

を
見
つ
け
て
欲
し
い
。

　
さ
て
、
諺

こ
と
わ
ざ

に
「
若
い
時
の

苦
労
は
買
っ
て
で
も
し
ろ
」

と
い
う
の
が
あ
る
。
そ
の
意

味
は
「
若
い
時
の
苦
労
は
必

ず
貴
重
な
経
験
と
な
り
将
来

役
立
つ
も
の
だ
か
ら
、
買
っ

て
で
も
す
る
ほ
う
が
よ
い
」

と
い
う
こ
と
ら
し
い
。
ご
多

分
に
漏
れ
ず
ひ
ね
た
学
生
だ

っ
た
私
は
、「
言
い
た
い
事

は
解
る
が
、
お
金
を
払
っ
て

ま
で
苦
労
を
す
る
や
つ
が
あ

る
も
の
か
」
と
常
々
思
っ
て

い
た
。

　
と
こ
ろ
が
あ
る
と
き
に
そ

れ
を
「
自
分
の
目
前
に
あ
る

困
難
や
新
し
い
挑
戦
に
正
直

に
取
り
組
む
べ
し
」
と
置
き

換
え
た
途
端
、
一
気
に
腑ふ

に

落
ち
た
の
を
今
で
も
覚
え
て

い
る
。
困
難
は
自
分
が
望
む

と
望
ま
ざ
る
に
関
わ
ら
ず
目

前
に
現
れ
る
。「
買
う
」
と

言
う
の
は
「
逃
げ
ず
に
正
直

に
取
り
組
む
」
と
考
え
る
事

が
出
来
て
、
目
前
の
困
難
に

正
直
に
取
り
組
め
ば
人
は
自

ず
と
成
長
す
る
。
学
生
で
あ

れ
ば
、
そ
れ
は
授
業
で
あ

り
、
卒
研
で
あ
り
、
そ
し
て

就
活
で
あ
る
。

　
就
活
に
躓

つ
ま
ず

い
た
学
生
が
相

談
に
来
る
か
も
知
れ
な
い
。

そ
の
時
、
こ
の
諺
を
使
っ
て

み
よ
う
か
。

　
電
気
電
子
工
学
科
　

　
　
　
　
　
　
　
藤
本
　
靖

７月15日（月・祝）海の日・月曜授業、27日（土）前期・春学期授業終了

新
任
紹
介

（敬称略）

　
水み

ず

田た

　
愛あ

い

子こ

　
　（
会
計
課
　
事
務
職
員
）

　
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
か
つ
奇

麗
な
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
先
輩

方
に
相
談
に
の
っ
て
い
た
だ

き
な
が
ら
、
１
日
で
も
早
く

即
戦
力
に
な
れ
る
よ
う
に
努

力
し
た
い
と
思
い
ま
す
！

　
趣
味
は
ド
ラ
マ
鑑
賞
。

culture満開 第24回文化の祭典

体
験
型
や
音
楽
系 

華
や
か
に

ル
総
選
挙
」
で
は
１
位
が
民

俗
音
楽
研
究
会
、
２
位
は
茶

道
部
、
３
位
は
軽
音
楽
部
だ

っ
た
。

　
川
島
実
行
委
員
長
の
話
　

今
年
は
新
し
い
試
み
と
し

て
、
一
人
で
も
多
く
の
フ
ァ

ン
に
来
場
し
て
も
ら
お
う
と

事
前
販
売
制
の
有
料
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
を
実
施
。
加
え
て
団

体
数
や
新
企
画
を
増
や
す
な

ど
、
さ
ら
に
楽
し
め
る
祭
典

を
目
指
し
ま
し
た
。
こ
の
祭

典
に
携
わ
る
全
て
の
人
々

が
、
今
後
も
発
展
を
目
指
さ

れ
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

　
第
24
回
文
化
の
祭
典
（
実
行
委
員

長
・
川
島
悠
太
郎
さ
ん

知
能
メ
デ

ィ
ア
工
学
科
４
年
）
が
５
月
26
日

（
日
）、
津
田
沼
キ
ャ
ン
パ
ス
で
に

ぎ
や
か
に
開
催
さ
れ
た
。

　

今

年

度

は
「

満

開
〜Have 

culture

〜
」
を
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

に
、「
参
加
団
体
が
持
つ
多
彩
な
文

化
を
惜
し
み
な
く
咲
か
せ
、
華
や
か

な
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と

願
っ
た
。

▲
　吹
奏
楽
部
　
　▲

あ
い
さ
つ
す
る
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
島
実
行
委
員
長

▲ビンゴ!!　▼ SINGularity

▲フォークダンス部　▼ 鉄道倶楽部

▼ よさこいソーラン風神部


